



























































































































































































































































































式させてから計算させる。 3/5 + 2/3 = 5/8 ' 
3/5 -2 /3 = 1 /2等の反応があれば個別指導を
行うとともにクラス全体の問題としても取り扱
う。そういった反応がない場合には， 「A君は
次のように考えました。～Jという展開にして，
なぜこれではいけないのかを考える授業を行う。
「こうすればできる・.Jだけでなく「この・．
ではだめだ。 j を考えることによって理解の深
化を図りたい。
(2）子どもの算数的活動と教師の支援
子どもの活動として考えられるのが，まず，
立式し計算することである。立式においては，
同分母分数の計算に帰着できれば容易にできる
と思われる。計算することに関しては，問分母
分数と異なった手！！債を踏む必要があるため，さ
ほど容易ではないと思われる。ここで問題とな
るのは，前段階の通分に帰着できるかどうかだ
と思われる。立式，計算の際に机間指導で教科
書を振り返ることを勧める。通分することに帰
着できれば後は同分母分数の加減として処理で
きるのだが，ここでなぜ通分することによって
加減が可能になるのかを問う。ここが一番の葛
藤場面になるだろうと考えている。この葛藤を
解消するために，子ども達は様々な思考をめぐ
らせるだろう。 V章の調査では，異分母分数の
加減の学習後であったため，子ども達はある程
度計算を繰り返し行っていると思われる。その
結果， 「通分してから言，.算」という手順を覚え
ることができ， 「なぜ通分するのかJが薄れて
いるのではないかと考える。そこで，ここでは
ただ機械的に通分→計算という手順を行わせる
のではなく， 「なぜ通分するのかj を自問自答
しながら計算するよう促したい。面倒だと思わ
れるかもしれないが，ここで通分と異分母分数
の計算の理解度が変わってくると考えている。
4 研究のまとめと課題
4.1研究のまとめ
本研究は「葛藤J' 「算数的活動」の2つを
軸に授業構成することが目的である。本研究で
得られたことをまとめると以下のようになる。
1）葛藤について
まず「葛藤Jを次のように定義した。葛藤：
対立するものがあり，決めかねている状態。ま
たは，選択肢のない状況で行動を決定できない
状態。また，葛藤に着目することで理解の顕在
化・深化を図ることができる。このことは授業
構成において非常に重要なポイントになると思
われる。さらに，私が考案した授業を行うため
にはなるべく早い段階で葛藤を生起させる必要
がある。
2）算数的活動について
算数的活動には作業的な活動などの外的な活
動と思考活動などの内的な活動がある。こうし
た算数的活動を積極的に取り入れることで，算
数の授業は子ども遠の主体的な活動が中心なも
のになるだろう。また，葛藤との関わりから葛
藤の生起における算数的活動と葛藤の解消にお
ける算数的活動を位置付けることを考え提案し
たものである。 3）授業構成に当たって
私は松尾氏の実践例と教科書の導入問題の比
較検討を行いそこで授業構成に関する以下の3
つの観点を設定した。
－子どもの葛藤
・子どもの算数的活動
．問題の必然性
である。そして，授業を構成するために本研究
において重要なポイントとなる「葛藤J' 「算
数的活動Jを単元のなかに位置付け，授業構成
案を作成したものである。
4）授業構成において
授業を構成する際に葛藤，算数的活動を取り
入れた。事例研究や，葛藤，算数的活動の単元
の位置付けがここで活かすことができたと考え
る。具体的には，葛藤，算数的活動，問題の必
然性の3点を考慮して授業案を作成した。また，
調査問題における子どもの反応を分類し，教師
の支援を具体的に位置付けた。この授業を実践
すれば子ども達が主体となる授業を行うことが
できると考えている。
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